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商法 出題の意図 
 
問題１ 

手続不遵守の利益相反取引（間接取引）の効力について検討を求める問題である。 
 甲社の債務引受は、利益相反取引に該当する（最大判昭和４３年１２月２５日民集２２

巻１３号３５１１頁）。利益相反取引を行う際には取締役会による承認決議を経なければな

らない（３５６条１項３号・３６５条）。この手続を経ていない利益相反取引については、

取引安全のため相手方の悪意を立証した場合に、会社が初めて無効を主張することが出来

る（前掲最大判昭和４３年）というのが判例・通説の立場（相対的無効説）である。 
 
 
問題２ 
 合併比率の不公正が、組織再編無効原因となるのかについて検討を求める問題である。 
 合併の無効原因については明文の定めがないため、具体的な無効原因は、判例法理によ

って形成されている。裁判例（東京高判平成２年１月３１日資料版商事法務７７号１９３

頁）では、株式買取請求制度を理由として、合併比率の不公正は無効原因とはならないと

判示されている。しかしながら、これに対しては有力説から強い批判がある。 
 


